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しでも内部流動状態や低流量特性改善法の研究を行ない、第 3 章~第 5 章の研究て、得られた結果は広く
日叶
U
門/??
く一般性を持つものであることを示している。
第 7 章は以上の内容について総括を行なっている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、従来軸対称、定常流れとして研究きれてきた軸流送風機低流量域の流れを、旋回失速の面
から解明し、さらに低流量域特性改善装置の作用を明らかにしたものである。本論文に述べられてい
る研究業績を要約すると次のようになる。
(1) 特性曲線の不連続部では旋回失速を生ずることが多いが、動静翼間距離、ハブ比、羽根車負荷
などを変えて、それらの因子が失速状態や性能曲線形状に及ぼす影響を明らかにした。そして失速
セル外部の翼は非失速領域の場合と同じ作動をし、低流量域における全圧の低下はセル内の逆流
カワ原因であることを明らかにした。
(2) 低流量域特性改善装置の一つである吸込リングをつけた場合の旋回失速を(1)で述べたハブ比の
効果に関連して説明し、その特性改善効果を解明している。そして吸込リングをつけると、っけ
ない場合にはみられなかった新しい型の旋回失速を生じ、そのょっな場合には吸込リングの特性改善
効果はなくなることを見出した。
(3) ~吸込リンク、、の効果がない場合にも有効な特性改善装置であるセパレータについて研究し、その
最適形状を騒背や性能の面から決定した。
以上のように本論文は軸流送風機の低流量時の流れ、および低流量特性改善装置の作用に関して新
しい知見を加えたもので、流体機械工学に寄与する所が大きく、博士論文として価値あるものと認め
る。
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